
KWT-7× 10

KWT-7× 20

写真11 鉄塊系遺物 (KWT-7)の マクロ組織 上段 :(× 10)下段 :(× 20)
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KWT-8× 20

KWT-9× 10

写真12 上段 :棒状鉄片
下段 :板状鉄片

(KWT-8)
(KWT-9)

-267-

のマクロ組織 (× 20)

のマクロ組織 (× 10)



CONIIP Si

Fc 0

Ti Elemcnt    1      2      3
Na20     -     0.464    -
Mgo         l.142      0.860      1.122

A1203       5.908     14.775      6.006

Si(D2        0.152    60.917     0.167

P205     -     0.043    -
S            -        0.023      0。027

Ｋ２。
Ｃａ。
Ｔ‐０２
Ｃｒ２。３
ＮｎＯ
ｍ
犯
ｖ２。３

0.031      3.135

0.003      2.791

28.566      3.830

2.227     0.063

0.744      0.455

55.056     16.550

-        0.009

8.875      0.178

０・０・４０・０・２卿蜘０。５５８卸
・８．５９３Total      102.704    104.087    103.948

写真13 鉄塊系遺物 (KWT-7)表 皮スラグの鉱物相の特性 X線像 と定量分析値
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第 5章 まとめ

第 1節 遺構の変遷
(1)弥生時代中期中葉 (第221図 )

この時期以前では、 2区④で混入で糸電文時代晩期の遺物がわずかに出土している他は、遺物は出土し

ていない。

この時期の遺構は3区④の比較的標高の高い位置から等高線と同じ方向の溝を1条 と、それに取り付

く、等高線に直交する溝を 1条検出しているだけである。その他 S R02(A)の黒色粘土下砂層からも

紛れ込みと考えられる当該期の遺物が多く出土しており、近隣にこの時期の集落があったと考えられる。

川津東山田遺跡の北側に隣接する川津一ノ又遺跡Ⅳ区ではこの時期の集落を検出しており、 S R02で出

土する土器はここからの流れ込みの可能性もあろう。

(2)弥生時代後期後半～終末期 (第221図 )

この時期の遺構としては竪穴住居 8棟、掘立柱建物 4棟、溝13条等を検出している。その他、微高地

を囲む自然河川からは当該期の土器が多量に出土している。溝の中には円弧状に回る、竪穴住居
の周溝

になる可能性がある溝もいくつかある。

遺構はおもに微高地の北側と南側の傾斜地及び段丘 1面と2面の境付近の段丘 1面側で検出し、その

間の空閑地や微高地の中でも平野部との境では検出していない。

S R01～ 03の 中からはこの時期の土器が多量に出土した。どの流路からも摩滅はほとんど進んでおら

ず、破片も大きいものが多い。これらの流路、特にS R01・ 03は この時期の竪穴住居を壊しており、
こ

れらの川はこの時期の集落をかなり破壊して流れたのかもしれない。

南西から北東へ向くS R02の黒色粘土層は、川津一ノ又Ⅲ区
。Ⅳ区でも検出している幅広い湿地帯で、

川津一ノ又遺跡との境界と思われる。

この時期は川津一ノ又遺跡を始め、近隣では大規模な集落が営まれ始める。一方、山側で隣接する川

津東山田遺跡Ⅱ区や川津川西遺跡、川津東山田遺跡 I区でも段丘 2面ではこの時期の集落は確認されず、

このあたりが当該期の集落の端であったと思われる。なお、おもにS R02か ら赤色顔料が付着した大型

の鉢や把手付広片口皿が出土している。これらはいずれも塗ったものではなく、内面に付着したも
ので、

大型の鉢は容器として使用したものと思われる。蛍光X線分析の結果、赤色顔料は水銀朱であることが

確認できた。水銀朱が付着する土器は川津一ノ又Ⅳ区で多量に出土しており、川津
一ノ又遺跡改修区で

も同じく朱付着土器が出土している。この地域では朱を扱っていたものと見られる。

(3)奈良時代 (第222図 )

次に遺構が確認できるのは8世紀代である6遺構密度は極めて低いが、掘立柱建物 3棟、井戸 1基、

竪穴状遺構 1基を検出した。しかしいずれもまとまりを持つものではなく、散在しており、小規模な集

落ではなかったと思われる。川津一ノ又遺跡Ⅳ区では7世紀代の大規模な集落が営まれたが、ここでこ

の時期の遺構は見られない。しかし、奈良時代には川津一ノ又遺跡Ⅲ・Ⅳ区の南端で木樋を伴う水田層

が確認され、この遺跡でも同時期と思われる水田層が確認されており、この時期には
この低地帯に水田
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0                20m

遺構変遷図(1)(1/800)
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轟曇彗 …弥生時代中期後半の遺構



0                  20m

第222図 遺構変遷図(2)(1/800)
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0                 20m

第223図  遺構変遷図(3)
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(1/800)



0                 20m

第224図 遺構変遷図(4)(1/800)
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層が広がっていたことがわかった。

(4)平安時代 (第223図 )

この時期は再び遺構が増える時期である。自然河川に挟まれた微高地の中でも、平野に近い遺構は標

高の低い場所で多く検出した。掘立柱建物 7棟、竪穴住居 1棟、溝などがある。この時期には、 3区③

から3区①にかけて延長距離約90mの溝 S D01が出現する。この溝は幅2.4～ 4。8m、 深さ0。7m前後でS

R02(C)の 上層部分で低地帯に吸収されると思われる。この溝の山側の出発′点は確認できなかったが、
この時期の基幹水路であることは間違いないと思われる。また、 3区①では鍛冶に関連するとみられる

遺構群を検出した。ここでは集中した一画で幅広く浅い溝で区画され、火床と考えられる焼土坑が3基

検出された。区画されたような溝からは鉄滓や輔の羽日、焼土などが多く出土し、鍛冶を行った後に周

囲の溝などに、廃棄物を捨てていた様子が見て取れる。この区画の近くでは、竪穴住居が 1棟検出され

ており、作業小屋のような役目を果したのかも知れない。ここでは精練鍛冶を行っていたことが金属学

的分析の結果判明し、貴重な成果となった。

南東側のS R02(B)の上層部分からは同時期と考えられる墨書土器が 4点出土したほか、内面に漆

が付着した壺が出土している。墨書土器は一字文字が 2点、残りは意味不明のものが 1点と蓋のつまみ

部分に花柄模様を描いたものが 1点出土している。稚拙なものとはいえ、絵画を描いた墨書土器は県下

では初めてで、注目される。また、平瓦、丸瓦片がS D01や 自然河川などで数多く出土している。その

中には2点の軒丸瓦の小片が含まれており、寺院関連の遺跡が近在する可能性もある。その他、 3区⑤

では水田耕作に伴うと思われる、現地割に沿う溝が検出されている。

また、自然河川からも当該期の土器が数多く出土している。特に、S R01(C～ E)では当該期の土

器が多量に出土した。これらはあまり摩滅しておらず、付近に遺構があったことが想定できる。

(5)中世 (第224図 )

再び集落の規模は小さくなる。掘立柱建物 9棟、土坑 1基、現地割に沿う溝を数条検出したが、遺構

密度は低い。遺構は微高地の中でも平野に近い方で検出した。

その他S R01東側の流路で13世紀代の土器が多量に出土した。これらは摩減度が少なく、破片も大き

い。13世紀頃に土石流が起こり、集落域が一気に流されたとも考えられよう。

第 2節 赤色顔料付着土器について
今回の調査ではS R02003か ら内面に赤色顔料が付着した大型の鉢や把手付広片口皿が 8点出土した。

これらの成分を特定し、使用状況などを明らかにするために徳島県立博物館学芸員魚島純一氏にお願い

して土器片に付着した赤色顔料の同定を目的とした蛍光X線分析を行った。これらはいずれの破片も肉

眼の観察で赤色顔料が付着していることが確認できた。

分析には徳島県立博物館に設置されたエネルギー分散型蛍光X線分析装置 (テクノス製T R E X630

L)を用いて非破壊の定性分析を行った。(1)

分析の結果、全ての土器片の赤色顔料が付着した部分から水銀 (Hg)が検出された。また、1434に
おいては赤色顔料が付着していない、景j離 した胎土部分でも測定を行ったが、ここでは水銀は検出され
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ず、検出された鉄分のピークの高さは、赤色顔料付着部分と同じ程度であった。このことにより、赤色

顔料はHgが主成分である水銀朱 (HgS、 辰砂)であり、鉄分はベンガラによるものではなく胎土中に含

まれるものであることがわかった。

今回出土した器種は大型鉢と把手付広片口皿の2器種である。分析試料は8個体であるが、同一個体

と考えられるものも含まれるので、 2個体程度少ないと思われる。出土位置は全てS R02と S R03の交

わる付近で、おおむね弥生時代後期の堆積層である黒色粘土付近で出土している。土器の時期は弥生時

代後期前半～中葉と考えられる。川津
ニノ又遺跡Ⅳ区や川津一ノ又遺跡改修区で赤色顔料付着土器が数

多く出土しているが、これらは大半が後期終末期のものであり、若干時期がずれる可能性がある。しか

し、川津一ノ又遺跡Ⅳ区では後期前半頃の把手付広片口皿が出土しており、この付近ではやや長い期間

に渡って似たような行為を繰り返していた可能性があろう。

報告文番号 器 種 出土位置 付着場所 備 考

1018 把手付広片口皿 SR02 内面 Hg検出

1421 鉢 SR03 内面 Hg検出

1434 鉢 SR03 内面 Hg検出、剥離部分ではHg検出せず

1620 鉢 SR03 内面 Hgl食出

1705 把手付広片口皿 SR03 内面 Hg検出

未実測 鉢 か SR03 内面 Hgl険出

未実測 不明 SR03 内面 Hg検出

未実測 鉢 か SR03 内面 Hg検出

表6 赤色顔料付着土器一覧

(1)測定の条件は以下のとおり。

X線管 :Mo(モ リブデン)/X線管電圧 :500 k V/X線管電流 :0。lmA

検出器 :電子冷却式 Si(Li)/分 析範囲 :直径 2 mn

測定時間 :100秒/測定雰囲気 :大気

(なお、この装置は、測定雰囲気が大気に限定されるため、原子番号16(硫黄
。S)以下の軽元素

は検出できない。)

(2)古野徳久 1998「第 5章第 3節 弥生時代後期の赤色顔料関連土器」『四国横断自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告第30冊 川津一ノ又遺跡Ⅱ』香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財

調査センター

片桐孝浩 1997「第 4章 4 赤色顔料付着土器について」『中小河川大束川河川改修事業に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告 川津一ノ又遺跡』香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

大久保徹也 1995「第 5章第 8節 上天神遺跡出土赤色顔料付着資料について」F高松東道路建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 6冊 上天神遺跡』香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財調

査センター・建設省四国地方建設局
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川津東山田遺跡 I区遠景 (下が北 )



職
尚

1区②、2区② (△地)。 ③、3区①航測写真 (左が北)
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図版 3

2区②航測写真 (下が北)



菱フ繁髪嚢罐嚢予:二|■■■|

3区④・⑤航測写真 (下が北)



図版 5

(下が北 )

鶉
を
笏

脅

4区①航測写真



図版 6

6区②航測写真 (左が北)



図版 7

事
三

蒙
髯

(1)2区② (南部)全景
鼻

(南から

(2)3区①全景 (南から)



図版 8

(1)3区③全景 (東から)

(2)3区④全景 (北西から)



図版 9

(1)6区 OS B22・ S H08付近 (西から)

(2)6区② (西半部)全景 (東から)



図版10

(1)1区② (△地)全景 (南から)

(5)2区② (東部)全景 (南西から)

(2)2区② (△地)全景 (南東から)

(6)4区③全景 (北東から)

(3)2区③全景 (南西から)

(7)6区①北半全景 (西から)

(4)2区④全景 (西から)



(1)6区②北半全景 (北西から)

図版11

(5)7区トレンチ (南東から)

5区南トレンチ (西から) (6)4区①調査風景 (東から)

(3)5区北トレンチ (西から) (7)1区②S H01・ 02、 S B10・ 12付近 (南西から)

(4)7区全景 (南西から)



図版12

(1)S H01壁溝北西角土器出土状況 (南から) (4) S H03全景 (1ヒ西から)

(5)S D3201④断面 (西から)

(2)S H01内 S K01土器出土状況 (西から)

(6)S D3201②断面 (南から)

(3)S H03・ 04全景 (北東から)

(7)S D 3201土 器出土状況 (南から)



図版13

(1)S D 3201土 器出土状況 (北東から) (5) S D3204断 面

(2)S D 3201土 器出土状況 (6)S D 3204土 器出土状況

H04全景 (1ヒ から)

(4) S H04内 S K01(1ヒから) (8)S H06全 景 (北東から)



図版14

(1)S H06内 S K01(南 西から)

(5)S H07内 S K01断面 (北東から)

る
S H06内 S K01

(1ヒ西から)

(西から)

H06上面土器集中部

(4)S H07全景 (西から)

(6)S H08全 景 (東から)

(7) S B01・ 02・ 03・ 04全景 (南東から)

(8)S P 3401土 器出土状況 (南から)



図版15

S D3103断 面 (1ヒから)
(1)S B05全景 (南東から)

(6)S X01全景 (南から)

(2)S B06全 景 (北西から)

(7)S Bll全 景 (南西から)

S E01曲物出土状況 (北西から)

(4)S E01曲 物出土状況 (北西から) S B13・ 18全景 (北東から)



図版16
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(1)S D01A断面 (東 から) (5)S K01断面 (1ヒ東から)

S D01B②断面 S K02断面 (西 から)

S H09全景 (南西から) (7)S K03断 面 (南 から)

(4)S H09土 器出土状況 (8)S D3106断面 (南西から)



図版17

(1)S D 3109a断 面 (南西音5)(南東から) B16土器出土状況

(2) S D 3209a断面 (1ヒから) (6)S B17全 景 (南西から)

B15全景 (1ヒ i西から) (7)S B19全景 (ゴヒ東から)

(4)S P 2201土 器出土状況 (8)S B21全 景 (北東から)



図版18

(1)S B22全景 (南西から) (5)S R01C断面 (西から)

(2)S K04断面 (南から)

(3)S R01B断面 (南西から) (7)S R01D断面

(4)S R01B土器出土状況 (8)S R01E土 器出土状況



S R02断面 (南から)

図版19

(5) S R03C断面 (1ヒから)

(2)S R02断 面 (北東から) (6) S R03D断面 (西 から)

S R02断面 (南から)

(4)S R02断 面 (1ヒ西から)

(7)S R03D断面 (南東から)

S R03D断面 (北東から)



(1)S H01出土土器

4・5

(2)S D 3201出土土器①


